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広
告
の
お
申
し
込
み
は
秘
書
・
広
報
課
ま
で
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「エベレスト・
ファイル」

～シェルパたちの山～
「ツバメ観察記」

「天下一の
軽口男」

マット・ディキンソン／作
小学館

孝森　まさひで／
文・写真

福音館書店
木下　昌輝／著

幻冬舎
親が決めた結婚を解消するために大金
が必要だったシェルパの少年。ある時、
エベレスト登山のポーターを引き受けた。
雇い主は、次期アメリカ大統領選の有
力候補。登頂に成功すれば莫大な報酬
を得られるのだが…。現代の商業登山
のあり方にも一石投じる作品。

ツバメは、秋に日本から東南アジアに
渡り、３月から４月にかけて、日本に帰っ
てきて子育てをする。ツバメの夫婦の
巣作りから、産卵、ヒナの誕生、親鳥
がえさをあげる様子、ヒナの成長、巣
立ちまで、写真といっしょに詳しく紹介
する。

上方落語の始祖にして、日本初のお笑
い芸人・米沢彦八。役者の身振りや声
色を真似る「仕方物真似」、滑稽話の
「軽口噺」などが評判となる。天下一
の笑話の名人と呼ばれた彦八だった
が、血を吐く思いまでして笑いを極め
た理由には、幼い頃から心に秘めたあ
る少女への思いがあった。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

６月号より広告枠が最大６枠になります！！
広告が載せやすくなりました

広告掲載を希望する方は、秘書・広報課まで
連絡先はこちら

掲載料金▶1枠　1万5,000円
　　　　　　（縦5.5cm×横8.5cm）
　　　　　2枠　3万円
　　　　　　（縦5.5cm×横18cm）
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子
ど
も
が
病
気
で
…
で
も
仕
事
を
休
め
な
い
！　

そ
ん
な
と
き

病
児
・
病
後
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

病
児
・
病
後
児
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す

日曜健診は午前7時30分から、すこやかで受付しています
（日曜健診の日程）6月26日、7月24日、9月25日、11月27日

平成28年度の日曜健診では歯科健診も実施します。（※歯科健診の受診には予約が必要です）

受けて安心！特定健診 特定健診受診券を送付します特定健診受診券を送付します
～生活習慣病は“早期発見・早期改善”～～生活習慣病は“早期発見・早期改善”～

国
保

　生活習慣病は自覚症状がないうちに発症・進行
し、異常を感じた時にはすでに重症化しているこ
とが多いのが特徴です。
　今後も健康にお過ごしいただくために、ぜひ特
定健診を受診して自分のからだを知りましょう！

　　
【負担額】　1,300円
（非課税世帯 600円　※事前申請が必要です）
※がん検診のご案内も同封します

【負担額】　無　料
※ 健診実施期間中に75歳に達した方は、後期高
齢者健診の対象となり無料で健診を受診するこ
とができます

【注意事項】
•受診券は５月下旬頃に発送します
• 受診券には有効期限などが記載されていますの
でご確認ください
• 公民館・すこやかで行う集団健診、または指定
の医療機関へお申し込みのうえ受診してください
• 国保の人間ドック、脳ドックを申し込まれた方
へは、重複受診となるため受診券は送付されま
せん
• 5月以降の国民健康保険加入者へは受診券が送
付されませんので、受診をご希望の方は健康長
寿課へお申し込みください
• 受診時には「受診券」と「検査料金」と「被保
険者証」をお持ちください

問　健康長寿課（すこやか内）☎87 ｰ 0888

国民健康保険（40歳～ 74歳の方）

後期高齢者健診（75歳以上の方）

●
病
児
・
病
後
児
保
育
っ
て
？

　

お
子
さ
ん
が
病
気
で
学
校
や
保
育
園
な

ど
に
行
け
な
い
と
き
、
保
護
者
に
代
わ
っ

て
医
師
、
保
育
士
、
栄
養
士
が
一
時
的
に

保
育
看
護
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
利
用
で
き
る
子
ど
も
の
年
齢
は
？

　

生
後
２
か
月
児
〜
小
学
校
６
年
生

【
利
用
者
の
声
】

○ 

部
屋
が
広
く
清
潔
で
、
記
録
も
丁
寧
に

と
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す

○ 

子
ど
も
に
合
わ
せ
た
食
事
が
気
に
入
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
な
の
で
、
も

し
も
の
時
に
す
ぐ
に
対
応
し
て
い
た
だ

け
る
と
こ
ろ
が
安
心
で
す

問　

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
７
７
７

ひ
か
り
病
児
保
育
園

（
ク
リ
ニ
カ
・
デ
・
ふ
か
や
内
）

電
話 

88
‐
０
２
８
８

開
園
時
間
▼
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
30
分

休
園
日
▼
土
・
日
・
祝
日

利
用
料
金
▼
１
日
２
０
０
０
円

（
お
や
つ
・
給
食
費
込
み
）

　

※ 

診
察
料
は
別

途
必
要

定　

員
▼
６
人

※ 

ク
リ
ニ
ッ
ク
診

療
時
間
変
更
に

伴
い
午
前
８
時

15
分
〜
30
分
の

受
付
を
お
願
い

し
ま
す

※ 

持
ち
物
は
お
申

し
込
み
時
に
お

伝
え
し
ま
す

家庭的であたたかい雰囲気です

ご利用の流れはこちら

① 受　付：申込書記入後、保
育士(看護師)が応対・受入
② 診　察：医師がその日の症
状を診察
③ 保育看護：４階保育室にて
保育
④ お迎え：医師が診察し、１
日の病状や家庭でのケアな
どについて説明

電話で利用申し込み

キャンセル待ち

利用当日午前８時に
入室状況を電話連絡

当　日 前日または当日朝

空きなし

空きあり

キ
ャ
ン
セ
ル
あ
り
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かつやま“恐竜サッカー”大使　サウルコス福井
2016シーズン北信越フットボールリーグ開幕戦
「かつやまTHANKS DAY」開催

　

4
月
10
日
に
テ
ク
ノ
ポ
ー
ト
福

井
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、「
一
丸
必
勝
」

で
J
F
L
昇
格
に
臨
む
サ
ウ
ル
コ

ス
福
井
が
、
北
信
越
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
リ
ー
グ
1
部
の
開
幕
戦
を
坂
井

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
と
戦
い
ま
し
た
。

　

か
つ
や
ま
〝
恐
竜
サ
ッ
カ
ー
〞

大
使
で
あ
る
同
チ
ー
ム
は
、
こ
の

日
を
「
か
つ
や
ま
T
H
A
N
K
S 

D
A
Y
」
と
し
、
勝
山
市
民
を
無

料
で
招
待
す
る
な
ど
の
企
画
が
あ

り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
松
尾
篤
選
手
の
P
K

で
先
制
し
た
サ
ウ
ル
コ
ス
福
井
が

4
対
1
で
快
勝
し
、
J
F
L
昇
格

に
向
け
て
勢
い
の
つ
く
ス
タ
ー
ト

に
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
の
運
営
に
も
市
民
が
参
加

し
、
選
手
入
場
時
の
小
学
生
に
よ

る
エ
ス
コ
ー
ト
キ
ッ
ズ
や
中
学
生

に
よ
る
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
フ
ラ
ッ

グ
持
ち
や
ボ
ー
ル
ボ
ー
イ
、
高
校

生
に
よ
る
担
架
隊
と
い
う
重
要
な

役
割
に
就
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、

勝
山
の
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
に
よ
る

シ
ョ
ー
が
あ
り
観
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

市
民
約
2
0
0
人
が
観
戦

市
民
も
試
合
の
運
営
協
力

フェアプレイフラッグを
持つ中学生

ハーフタイムショー

松尾選手の先制ゴール

山岸市長より勝山市からの
記念品進呈

勝山高校サッカー部と
サウルコス福井との練習試合

未来創造課窓口にて
サウルコス福井
ホームゲーム無料招待券配布中！
　招待券は数に限りがあるため、
お一人様５枚までとさせていただ
きます。
問　未来創造課（市役所２階）
　　☎88 ｰ 1115
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平
成
27
年
度　
勝
山
市
消
費
生
活
相
談
の
概
要

　

勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
が
平
成
27
年

度
に
受
け
付
け
た
相
談
は
２
９
７
件
（
苦

情
２
１
３
件
、問
い
合
わ
せ
84
件
）
で
し
た
。

　

商
品
別
で
み
る
と
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
他

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
相
談
が
32
件
、

光
回
線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
な
ど
の
相
談
は

27
件
で
し
た
。
ま
た
、「
架
空
請
求
」「
投

資
詐
欺
」「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
の
詐
欺

に
関
す
る
相
談
は
72
件
で
し
た
。

　

年
齢
別
で
み
る
と
、
70
歳
以
上
か
ら
の

相
談
が
91
件
で
相
談
者
の
42
・
７
％
を
占

め
て
い
ま
す
。

苦
情
相
談
の
特
徴

• 

依
然
と
し
て
「
無
断
で
契
約
さ
れ
る
ア

ダ
ル
ト
サ
イ
ト
」
の
相
談
が
多
く
み
ら

れ
ま
す

• 

「
光
回
線
や
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
強
引
な
勧

誘
や
商
品
の
説
明
不
足
」
に
関
す
る
相

談
が
ど
の
世
代
に
も
多
く
み
ら
れ
ま
す

• 

当
セ
ン
タ
ー
が
交
渉
な
ど
に
仲
介
す
る

こ
と
で
解
決
し
た
苦
情
は
56
件
（
全
体

の
26
・
３
％
）
で
し
た

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

「
み
ん
な
の
強
み
を
活
か
せ

安
全
・
安
心
な
社
会
に
一
億
総
活
躍
」

消
費
者
月
間
パ
ネ
ル
展

と　

き
▼
５
月
20
日
㈮
〜
31
日
㈫

と
こ
ろ
▼
市
民
会
館　

展
示
ホ
ー
ル

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

平成23～27年度消費生活相談件数推移

平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

300 299
321

300 297

0

50

100

150

200

250

300

350

平成27年度　年齢別相談者割合
20歳未満 0.9％

その他・不明
4.7％ 20歳代 6.6％

40歳代 8.5％

50歳代
12.7％

60歳代
15.5％

70歳以上
42.7％

30歳代
8.5％　

くらしのご相談承りますくらしのご相談承ります勝山市交通指導員のご紹介勝山市交通指導員のご紹介
　

啓
発
事
業
や
意
識
調
査
な
ど
の
消

費
者
行
政
に
ご
協
力
い
た
だ
く
平
成

28
年
度
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
や
モ
ニ

タ
ー
に
、次
の
方
々
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

く
ら
し
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
３

　

４
月
15
日
、
勝
山
市
交
通
指
導

員
25
人
の
委
嘱
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

指
導
員
は
今
後
、
小
学
校
で
の

交
通
安
全
教
室
や
通
学
路
の
街
頭

指
導
な
ど
地
域
の
交
通
安
全
活
動

に
あ
た
る
予
定
で
す
。

問　

環
境
政
策
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
４

◆
勝
山
市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

朝
井
和
美
、
大
瀬
浪
子
、

林
一
惠
、
山
内
博

◆
勝
山
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

勝
山
地
区
▼
松
村
正
子
、
島
田
正
儀

猪
野
瀬
地
区
▼
加
藤
惠
子

平
泉
寺
地
区
▼
牧
野
久
美
子

村
岡
地
区
▼
鈴
木
ひ
ろ
美

北
谷
地
区
▼
田
中
久
明
三

野
向
地
区
▼
吉
川
順
子

荒
土
地
区
▼
堂
前
香
寿
美

北
郷
地
区
▼
川
村
彰
子

鹿
谷
地
区
▼
山
内
洋
子

遅
羽
地
区
▼
牧
野
栄
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

勝
山
地
区
▼
加
藤
俊
和
、
川
島
実
、

　
　
　
　
　

久
保
金
喜
、小
林
太
津
男
、

　
　
　
　
　

林
文
隆
、
安
岡
久
子
、

　
　
　
　
　

四
谷
昌
則

猪
野
瀬
地
区
▼
帰
山
一
朗
、
前
川
裕
子

平
泉
寺
地
区
▼
上
山
利
幸
、
坂
本
義
男

村
岡
地
区
▼
木
下
一
美
、
帰
山
清
孝
、

　
　
　
　
　

小
林
純
一

野
向
地
区
▼
棚
田
喜
代
美
、
山
内
則
人

荒
土
地
区
▼
多
田
輝
雄
、
廣
田
繁
信
、

　
　
　
　
　

平
泉
節
子

北
郷
地
区
▼
小
林
元
実
、
平
井
喜
兵
衛

鹿
谷
地
区
▼
山
内
徳
人
、
吉
田
隆
司

遅
羽
地
区
▼
斎
藤
喜
信
、
松
山
安
江

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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平
成
28
年
度
の

区
長
さ
ん

平
成
28
・
29
年
度

保
健
推
進
員

　

行
政
と
地
区
住
民
の
橋
渡
し
役

と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
区
長
を

ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

◎ 

地
区
区
長
会
長

○ 

同
副
会
長　

☆ 

同
理
事

勝
山
地
区
▼

☆
元
禄
＝
安
田
和
夫
、
元
町
２
＝

加
藤
裕
二
、元
町
３
＝
中
村
重
夫
、

昭
和
町
１
＝
皿
澤
秀
夫
、
☆
昭
和

町
２
＝
前
田
耕
一
、
昭
和
町
３
＝

酒
井
正
光
、旭
町
１
＝
山
田
直
樹
、

旭
町
２
＝
中
田
孝
明
、
☆
旭
毛
屋

町
＝
山
川
栄
次
、
立
川
町
＝
山
崎

正
美
、
☆
上
郡
＝
石
井
範
國
、
☆

上
袋
田
＝
油
谷
和
典
、
下
袋
田
＝

玉
木
惣
一
郎
、上
後
＝
松
山
正
二
、

◎
中
後
＝
杉
平
信
夫
、
下
後
＝
池

田
高
秋
、☆
上
長
渕
＝
木
村
嘉
雄
、

○
下
長
渕
＝
川
端
浩
二
、
○
富
田

＝
木
下
潔
、
沢
町
＝
織
田
貞
信
、

☆
芳
野
町
＝
安
岡
明
治

猪
野
瀬
地
区
▼

猪
野
口
＝
帰
山
洋
子
、
若
猪
野
＝

長
谷
川
正
、◎
高
島
＝
加
藤
久
栄
、

西
高
島
＝
三
觜
博
信
、
○
毛
屋
＝

中
村
誠
一
郎
、
猪
野
＝
天
野
喜
兵

衛
、
片
瀬
＝
竹
原
慎
一
、
片
瀬
町

＝
坂
口
卓
三
、
岡
横
江
＝
長
谷
川

昌
浩

　

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
や
地
区
の
方
へ

の
検
診
の
お
勧
め
、
地
区
健
康
づ

く
り
教
室
の
開
催
な
ど
を
通
し

て
、
地
域
に
密
着
し
た
健
康
づ
く

り
活
動
を
行
う
保
健
推
進
員
を
ご

紹
介
し
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

勝
山
地
区
▼

安
田
修
子
、
菱
田
和
代
、
岡
田
優

子
、
木
下
と
し
代
、
和
田
文
代
、

大
平
加
代
子
、
谷
口
啓
子
、
木
原

雪
恵
、
山
川
良
子
、
斎
藤
清
子
、

安
岡
久
美
子
、
村
田
直
子
、
岩
本

紀
子
、
前
田
は
る
ゑ
、
三
㟢
静
代
、

榮
輝
美
、
酒
井
美
智
子
、
南
部
幸

子
、
前
田
恵
美
子
、
長
谷
川
美
穂

子
、
嶋
田
法
子
、
山
田
冨
美
子
、

山
内
波
惠
、
松
浦
廣
子
、
小
山
佳

惠
子
、
織
田
柳
子

猪
野
瀬
地
区
▼

髙
須
す
え
を
、
伊
藤
く
る
美
、
三

屋
邦
子
、
米
村
登
美
子
、
中
村
美

恵
子
、
中
村
廣
子

平
泉
寺
地
区
▼

平
林
順
子
、
福
田
さ
ち
子
、
坂
井

芳
子

村
岡
地
区
▼

川
上
由
紀
子
、
玉
木
千
江
子
、
小

寺
寿
美
栄
、
村
上
千
惠
子
、
川
端

直
江
、
石

友
紀
子
、
川
原
雅
代
、

藤
沢
哲
子
、
水
野
初
美
、
花
田
八

重
、
田
中
美
栄
子
、
中
村
佐
和
枝
、

岸
上
美
惠
子
、
田
中
富
美

北
谷
地
区
▼

田
畑
多
香
子

野
向
地
区
▼

桐
嶋
田
鶴
子
、
山
岸
美
江
子
、
森

本
和
子
、
石
塚
三
知
代
、
山
本
佳

子荒
土
地
区
▼

原
佳
惠
子
、
多
田
和
子
、
石
川
弘

美
、
笠
羽
友
紀
子
、
岩
倉
君
江
、

五
十
嵐
里
美
、
泉
川
清
子
、
石
塚

美
枝
子
、
前
田
久
江
、
島
田
静
子
、

畠
山
利
枝
、
前
田
文
子

北
郷
地
区
▼

乾
數
子
、
小
林
時
子
、
立
平
孝
子
、

石
川
智
恵
美
、
近
藤
香
代
子
、
横

井
良
子
、
山
口
由
記
子

鹿
谷
地
区
▼

坪
内
千
代
美
、
田
川
時
子
、
中
廣

登
志
子
、

川
え
み
子
、
飯
田
文

江
、
上
山
み
つ
る
、
山
内
美
津
子
、

夛
田
雅
恵
、
嶋
田
智
恵
子
、
島
田

弘
美

遅
羽
地
区
▼

服
部
小
雪
、
齋
藤
友
子
、
牧
野
眞

奈
美
、
木

由
美
子
、
有
原
千
枝

子
、
松
山
好
江

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

平
泉
寺
地
区
▼

◎
平
泉
寺
＝
大
久
保
満
、
赤
尾
＝

福
田
豊
彦
、
笹
尾
＝
手
塚
秀
一
、

大
渡
＝
上
山
富
幸
、
壁
倉
＝
山
田

久
、
○
岩
ケ
野
＝
南
都
志
男
、
大

矢
谷
＝
山
内
一
栄
、
小
矢
谷
＝
中

山
茂
治
、
神
野
＝
牧
野
和
男
、
経

塚
＝
櫻
井
崇
博
、
上
野
＝
市
原
勝

村
岡
地
区
▼

○
滝
波
町
＝
川
原
龍
夫
、
◎
郡
町

＝
今
井
克
己
、五
本
寺
＝
小
倉
等
、

黒
原
＝
荒
井
由
紀
夫
、
栃
神
谷
＝

田
中
一
郎
、
暮
見
＝
中
村
長
則
、

○
寺
尾
＝
前
田
吉
一
、
浄
土
寺
＝

秦
邦
夫
、
長
山
町
＝
門
徳
雄

北
谷
地
区
▼

中
尾
＝
石
井
孝
幸
、
北
六
呂
師
＝

加
藤
英
孝
、
河
合
＝
斎
藤
邦
夫
、

◎
木
根
橋
＝
佐
々
木
貞
夫
、
○
小

原
＝
杉
吉
政
巳
、
谷
＝
田
中
久
明

三野
向
地
区
▼

○
龍
谷
＝
浅
井
義
一
、
竹
林
＝
池

田
克
己
、
◎
聖
丸
＝
西
出
健
一
、

深
谷
＝
平
林
真
一
、
薬
師
神
谷
＝

山
内
則
人
、
牛
ケ
谷
＝
山
口
登
、

北
野
津
又
＝
吉
川
憲
男
、
横
倉
＝

北
川
雅
敏

荒
土
地
区
▼

松
田
＝
松
村
清
雄
、
田
名
部
＝
丹

後
禎
一
、
布
市
＝
黒
田
巌
、
清
水

島
＝
布
川
守
、
北
新
在
家
＝
石
川

健
治
、
別
所
＝
横
山
俊
一
、
境
＝

山
内
博
、
戸
倉
＝
谷
口
隆
次
、
西

ケ
原
＝
袖
川
源
也
、
○
新
道
＝
西

川
満
、
細
野
口
＝
水
上
俊
成
、
北

宮
地
＝
田
中
嘉
榮
、
堀
名
＝
石
倉

充
男
、
中
清
水
＝
野
地
税
、
伊
波

＝
皿
澤
吉
朗
、
妙
金
島
＝
齋
藤
治

一
、
新
保
＝
多
田
陽
一
、
◎
松
ケ

崎
＝
玉
木
憲
治

北
郷
地
区
▼

西
妙
金
島
＝
稲
垣
健
二
、
檜
曽
谷

＝
津
田
四
十
四
、新
町
＝
平
井
孝
、

志
比
原
＝
小
林
学
樹
、
上
森
川
＝

笠
松
邦
造
、
○
下
森
川
＝
笠
川
吉

盛
、
◎
東
野
＝
田
中
房
一
、
伊
知

地
＝
川
村
謙
一
、
坂
東
島
＝
松
村

了
造
、
上
野
＝
木
下
俊
毅

鹿
谷
地
区
▼

保
田
＝
牧
野
元
惠
、
西
光
寺
＝
山

口
純
一
、
北
西
俣
＝
光
真
坊
豊
、

矢
戸
口
＝
森
下
秀
光
、
○
本
郷
＝

前
川
光
春
、
西
遅
羽
口
＝
黒
瀬
竜

夫
、
東
遅
羽
口
＝
石
田
忠
夫
、
◎

杉
俣
＝
山
内
政
司
、
志
田
＝
石
田

巳
春
、
発
坂
＝
嶋
田
基
昭
、
保
田

出
村
＝
廣
田
栄
治

遅
羽
地
区
▼

下
荒
井
＝
早
川
治
和
、
嵭
崎
＝
新

門
潔
、
◎
大
袋
＝
斎
藤
勝
、
新
道

＝
酒
井
邦
春
、
北
山
＝
斎
藤
佐
智

雄
、
蓬
生
＝
斎
藤
喜
信
、
中
島
＝

松
山
滋
貞
、○
千
代
田
＝
伊
藤
清
、

比
島
＝
太
田
穣



7 　　 広報かつやま5月号 №738

み
ん
な
で
守
り
育
て
よ
う
勝
山
市
の
医
療

須
藤　

弘
之　

副
院
長

　

J
C
H
O
福
井
勝
山
総
合
病
院
と
な
っ
て
か
ら
２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

今
年
４
月
に
福
井
大
学
か
ら
副
院
長
と
し
て
就
任
し
た
須
藤
副
院
長
に
お
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

福
井
大
学
と
福
井
勝
山
総
合
病
院
は
以

前
か
ら
常
勤
医
の
派
遣
な
ど
で
連
携
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
今
回
私
を
含
め
消
化
器

内
科
の
医
師
が
新
た
に
４
人
派
遣
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
当
院
で
は
、
消
化
器
内
科
、

循
環
器
内
科
、
呼
吸
器
内
科
な
ど
の
専
門

医
療
が
一
層
充
実
し
、
更
に
内
科
全
般
を

診
る
総
合
内
科
の
医
師
も
加
わ
り
、
内
科

の
診
療
体
制
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
6
月
頃
に
は
、
新
シ
ス
テ
ム
の

内
視
鏡
（
N
B
I
）
と
超
音
波
診
断
装
置

が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
が

ん
の
６
割
を
占
め
る
消
化
器
系
の

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

胃
が
ん
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は

ピ
ロ
リ
菌
で
、
肝
臓
が
ん
の
原
因

の
多
く
は
B
型
お
よ
び
C
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
る
も
の
で

す
が
、
効
果
的
な
治
療
法
が
確
立

し
、
こ
れ
ら
の
が
ん
を
予
防
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

か
か
り
つ
け
医
や
当
院
で
こ
の
よ
う
に

が
ん
の
原
因
と
な
り
う
る
病
気
の
検
査
、

治
療
を
受
け
る
こ
と
や
、
が
ん
検
診
な
ど

を
受
診
す
る
こ
と
に
よ
り
、
が
ん
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

今
後
も
奥
越
地
域
の
医
療
福
祉
の
向
上

の
た
め
に
、
同
地
域
の
唯
一
の
公
的
基
幹

病
院
と
し
て
相
応
し
い
役
割
を
果
た
す
べ

く
努
力
し
て
参
る
所
存
で
す
。

〜〜  

J
C
H
O

J
C
H
O
福
井
勝
山
総
合
病
院
の

福
井
勝
山
総
合
病
院
の

新
体
制
に
つ
い
て

新
体
制
に
つ
い
て  

〜〜

勝山高校コラム 「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」勝山高校コラム 「ひびきは空に ～まこと 真・誠・信～」

新しく139人の新入生を迎え、
総勢402人の「勝高丸」が船

出をして一か月あまりとなります。
最初は緊張していた新入生もよう
やく学校生活に慣れてきて、元気
よく勉強に部活動に取り組んでい
ます。ほとんどの生徒が勝山市内
からの進学という「地域の学校」として、市民の皆さ
ま方に愛されるように、生徒教職員一同頑張って参り
ますので、今後ともよろしくご理解とご協力のほど、
お願いいたします。 【学校長 笹岡俊男】

　勝山高校では、「学力向上」を目標に掲げ、難関大
学から就職まで幅広い進路希望に対応しています。

5月14日㈯　PTA総会
5月19日㈭　遠足
5月24日㈫～ 26日㈭　交通安全街頭指導
6月 7日㈫　スポーツテスト
6月13日㈪～ 17日㈮　公開授業週間
7月29日㈮　中学生勝高見学会
9月 1日㈭　体育祭

2日㈮～ 3日㈯　文化祭
9月16日㈮　就職選考開始
10月 5日㈬　1年生社会人講師による職業講話
10月10日㈪～ 13日㈭　2年修学旅行
1月14日㈮～ 15日㈰　大学入試センター試験
2月14日㈫　スキー研修
3月 2日㈭　卒業式

《国 公立大》 名古屋大学、
広島大学、筑波大学、
金沢大学、福井大学、
福井県立大学、富山大
学、山口県立大学など

《私 立大》 同志社大学、立
命館大学、関西大学、
関西学院大学、京都産
業大学、近畿大学、龍
谷大、仁愛大学、福井
工業大学など

４月7日㈭に、平成28年度
の入学式が挙行されました。新入生139人が、

晴れて勝高生となりました。翌週からは早速授業も始
まっています。年度初
めには離任式、新任式
も行われ、教職員ス
タッフの顔ぶれも新し
くなり、フレッシュな
気持ちでの再スタート
となりました。

勝高Photoニュース

卒業生の進路状況
学校行事

詳しくは勝高ホームページをご覧ください
http://www.fki-katsuyama-h.ed.jp/

国公立大学
32

私立大学
46

専修・
各種学校
32

民間企業 12 その他 5

私立短期
大学 11

平成27年度卒業生（138人）の進路状況
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平
成
27
年
度
勝
山
市
ハ
ワ
イ
青
少
年

交
流
事
業
で
、
３
月
27
日
〜
４
月
１
日

に
、
８
人
の
中
高
生
と
３
人
の
引
率
者

で
ハ
ワ
イ
州
オ
ア
フ
島
の
ホ
ノ
ル
ル
市

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
事
業
で
ハ
ワ
イ
を
訪
問
す

る
の
は
今
回
で
２
回
目
で
す
。
平
成
26

年
度
の
事
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
回
の

事
業
で
活
か
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

内
容
、
日
程
、
訪
問
先
を
変
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
ハ
ワ
イ
訪
問
の
事
前
学
習
と

し
て
、
昨
年
８
月
か
ら
10
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
ハ
ワ
イ
の

文
化
は
も
ち
ろ
ん
、
異
文
化
や
多
様
文

化
に
つ
い
て
の
学
習
や
、
ハ
ワ
イ
で
必

要
と
な
る
英
語
力
向
上
の
た
め
に
、
福

井
大
学
の
先
生

方
や
奥
越
の
外

国
語
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
に

よ
る
英
会
話
の

学
習
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、

海
外
に
行
く
際

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

続けていきたい　ハワイと勝山の交流
に
必
要
な
知
識
（
入
国
・
税
関
の
説
明
、

安
全
、
体
調
管
理
な
ど
）
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

　

次
に
、
ハ
ワ
イ
の
歴
史
や
民
族
文
化

を
経
験
し
て
も
ら
う
他
に
、
日
本
と
ハ

ワ
イ
の
交
流
の
歴
史
を
学
ん
で
も
ら
い

た
い
と
思
い
、
日
程
や
訪
問
先
を
決
め

ま
し
た
。
初
め
て
日
本
を
訪
れ
た
外
国

の
国
家
元
首
で
あ
る
ハ
ワ
イ
国
王
カ
ラ

カ
ウ
ア
が
建
て
た
イ
オ
ラ
ニ
宮
殿
や
、

日
本
か
ら
ハ
ワ
イ
に
移
住
し
た
移
民
者

の
博
物
館
、
真
珠
湾
や
え
ひ
め
丸
の
慰

霊
碑
を
訪
問
し
、

様
々
な
形
で
日
本

と
ハ
ワ
イ
の
交
流

が
行
わ
れ
て
き
た

こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

　

勝
山
の
生
徒
が

ハ
ワ
イ
の
生
徒
と
交
流
す
る
こ
と
で
、

日
本
と
ハ
ワ
イ
の
交
流
が
続
い
て
行
く

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
本
事
業
の

参
加
者
が
、外
国
、ア
メ
リ
カ
、ハ
ワ
イ
、

英
語
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
た

ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
勝
山
市
ハ
ワ
イ
青
少
年
交
流

事
業
を
続
け
て
国
際
交
流
の
輪
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

真珠湾　アリゾナ記念館真珠湾　アリゾナ記念館

ジオパークジオパークまちづくり課の
まちづくり課のニューフェイス！
ニューフェイス！

　

今
年
度
か
ら
ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り

課
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク

専
門
員
の
町
澄
秋
と
申
し
ま
す
。
生
ま
れ

は
、
福
井
県
の
隣
り
の
隣
り
、
富
山
県
の

大
沢
野
町
（
現
富
山
市
）
で
、
大
学
に
入

学
す
る
ま
で
こ
こ
で
育
ち
ま
し
た
。

　

平
成
14
年
度
に
金
沢
大
学
理
学
部
地
球

学
科
へ
進
学
し
、
大
学
院
博
士
前
期
課
程
・

後
期
課
程
を
経
て
、
平
成
24
年
に
博
士
号

（
理
学
）
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
金

沢
大
学
で
博
士
研
究
員
と
し
て
２
年
半
、

研
究
を
続
け
、
平
成
26
年
９
月
か
ら
平
成

28
年
３
月
ま
で
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
で
特
任
助
教
を
し
て
い
ま
し

た
。
専
門
は
岩
石
学
・
地
質
学
で
、
マ
グ

マ
の
も
と
と
な
る
岩
石
（
か
ん
ら
ん
岩
）

や
マ
グ
マ
が
固
ま
っ
た
岩
石
を
調
べ
て
、

マ
グ
マ
が
で
き
る
仕
組
み
や
固
ま
る
仕
組

み
を
読
み
解
き
、
大
地
の
成
り
立
ち
を
探

る
研
究
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
勝
山
の
こ
と
を
知
ら
な
い
の

で
、
私
自
身
が
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
を
通
し

て
楽
し
み
な
が
ら
、
情
報
発
信
し
て
行
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
５

月
は
取
立
山
に
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
を
見
に
行

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？

　

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
〝
恐
竜
渓
谷
ふ
く
い

勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
〞
で
も
情
報
発
信
し
て

い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

かんらん岩の偏光顕微鏡写真
(横幅：約6mm)

“いいね！”よろしくお願いします

ジオパーク専門員
町
まち
　澄
すみあき
秋
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累計入館者10万人達成！
■４月19日　まほろば

　平泉寺歴史探幽館まほろばが、累計入館者10万人
を達成し、記念セレモニーを行いました。平泉寺小
学校児童33人がお祝いに駆けつけ、セレモニーを盛
り上げていました。

10周年を迎え盛大に開催
■４月17日　勝山城博物館

　今年度で10回目を迎えた、勝山城清明茶会が開催
され、大勢の来場者で賑わいました。日本の伝統文
化の1つ、茶道を通じて穏やかな一時を楽しんでい
ました。

勝山のまちを火災から守る
■４月13日　本町１・２丁目一帯

　春季消防訓練が本町１・２丁目一帯を会場に開催
され、火災防ぎょ訓練・避難行動要支援者訓練・誘
導訓練・防災ヘリ訓練・一斉放水などを行いました。

可憐な花が咲き誇る
■４月10日　バンビライン

　カタクリまつりとバンビラインハイキングが開催さ
れました。カタクリをはじめ色とりどりの花がバンビ
ラインを彩っていました。約100人の方が、豊かな自
然と市街地の眺望を楽しみました。

弁天桜まつり
■４月９・10日　弁天河原

　天気に恵まれ、大勢の方が弁天桜を楽しみました。
地区の売店や屋台も出てとても賑やに行われました。
夜にはぼんぼりが点灯され、夜桜も楽しめました。

防犯ブザーを寄贈
■４月６日　市役所

　４月に新１年生となる小学生186人を対象に、福井
エフエム放送株式会社から防犯ブザーが勝山市に寄
贈されました。入学式の後、新１年生に配られました。
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平成28年度　勝山市一般会計補正予算などを可決
　

４
月
臨
時
市
議
会
が
４
月
26
日

に
開
か
れ
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

平
成
28
年
度
勝
山
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
を
可
決
し

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
勝
山
ニ
ュ
ー

ホ
テ
ル
管
理
費
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
形
成
推

進
事
業
、
道
の
駅
建
設
事
業
費
で

一
般
会
計
に
５
０
０
３
万
４
千
円

を
増
額
し
、
総
計
を
１
２
０
億
８

５
９
３
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

◆
そ
の
他

　
「
平
成
27
年
度
勝
山
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
関
す

る
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」
と
「
勝
山
市
税
条

例
等
の
一
部
改
正
に
関
す
る
専
決

処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
」
を
承
認
し
ま
し
た
。

　

更
に
、
２
件
の
「
訴
訟
上
の
和

解
に
つ
い
て
」を
可
決
し
ま
し
た
。

各
種
お
知
ら
せ

　

落
成
式
を
見
に
こ
ら
れ
た
方
は

２
階
の
観
覧
席
へ
の
入
場
が
可
能

で
す
。
内
履
き
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
落
成
式
終
了
後
、
午
後
２
時

ま
で
内
覧
会
を
行
い
ま
す
。

　

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
駐
車
場
は
招
待

者
用
と
な
り
ま
す
の
で
、
越
前
大

仏
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

と　

き
▼
５
月
28
日
㈯

午
前
10
時
〜
11
時
40
分

と
こ
ろ
▼
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

問 　

国
体
・
ス
ポ
ー
ツ
課（
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
内
）

 

☎
88
‐
８
１
２
７

と　

き
▼
5
月
22
日
㈰

午
前
8
時
〜　

※
雨
天
決
行

会 　

場
▼
勝
山
橋
周
辺
（
弁
天
グ

ラ
ウ
ン
ド
側
、
勝
山
駅
側
）、

勝
山
南
大
橋
周
辺
、
荒
鹿
橋
周

辺
、
保
田
駅
か
ら
約
５
０
０
ｍ

下
流
の
踏
切
付
近
、
小
舟
渡
橋

周
辺

問　
（
公
社
）
勝
山
青
年
会
議
所

☎
87
‐
２
０
３
０

　

昨
年
度
は
前
期
と
後
期
に
分
け

て
実
施
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

９
月
に
１
回
の
み
実
施
し
ま
す
。

一
次
試
験
▼
９
月
18
日
㈰

試
験
区
分
▼

　

事
務
職 

２
人
程
度

　

事
務
職
（
ス
ポ
ー
ツ
採
用
）

１
人
程
度

　

土
木
技
術
職 

１
人
程
度

　

消
防
士 

１
人

※ 

詳
し
く
は
広
報
か
つ
や
ま
７
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

 

☎
88
‐
１
１
１
３

勝
山
市
体
育
館
「
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
」
落
成
式

平
成
28
年
度
勝
山
市

職
員
採
用
候
補
者
試
験

ご利用ください

ものがたりかつやまの歴史ものがたりかつやまの歴史
中巻の発売中巻の発売

　市内在住の方を対象に、勝山ニューホテル、
勝山温泉センター「水芭蕉」で利用できる「勝
山市民パスポート」を発行します。
ご優待内容（各施設でパスポート提示にて）
■勝山ニューホテル
•ホテル内売店の対象商品　５％割引
•ラウンジ、レストランご利用　５％割引
　※宿泊、宴会ご利用時は除外
•ホテル宿泊ご優待料金
•婚礼会場使用料を優待料金でご提供
■勝山温泉センター「水芭蕉」
•売店の対象商品　５％割引
•ふれあい会館貸部屋　10％割引
•ポイント２倍（毎日）
申 込方法▶住所が確認できる身分証明書（免
許証、保険証など）を勝山ニューホテルまた
は水芭蕉へお持ちください。申込用紙にご
記入後、その場でパスポートを発行します
※ 優待内容は変更する場合があります。詳し
くはお問い合わせください

問　勝山ニューホテル　☎88 ｰ 2110
　　勝山温泉センター「水芭蕉」 ☎87 ｰ 1507

　これまで刊行してきた市史
のエッセンスに、新発見の史・
資料を加え、イラストや写真
を豊富に使って読みやすくし
た『ものがたりかつやまの歴
史　中』を発刊しました。既
刊の上巻を含めた三部作の
予定で、今回発刊した本は、
江戸時代を対象にした内容に
なります。
販 売場所▶まほろば、ゆめおーれ勝山、勝山城博物
館、史蹟整備課、各書店（勝山市内４店舗、大野
市１店舗、福井市３店舗）
価　格▶1,000円（税込）
問　史蹟整備課（教育会館２階）☎88 ｰ 8113

中

「勝山市民「勝山市民
　　パスポート」　　パスポート」

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

会
場
の
お
知
ら
せ

広
報
お
知
ら
せ
版
４
月
号
の
訂
正

　
「
外
国
人
の
た
め
の
無
料
行
政

書
士
相
談
」
の
日
程
を
5
月
28
日

㈯
と
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
5

月
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。
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　黒田さんは、勝山高校スキー部に所属しクロス
カントリー競技をしています。1月13日に行われた
第69回福井県高等学校スキー大会　女子5㎞クラ
シカルにて優勝、さらに1月30日に行われた中部日
本スキー大会　女子5㎞クラシカルにて優勝し、全
国大会にも出場しました。
　クロスカントリーを始めたきっかけは、小学生の
時に陸上部に所属していて、冬は練習ができない
ので、体力をつけるためにクロスカントリーをやっ
たことがきっかけだそうです。

　それからは、市主催の少年少女スキー大会に出
場したりし、中学生からは、スキー部に入りスキー
連盟のコーチに指導してもらうようになり、クロス
カントリー競技に本格的に打ち込むようになった
そうです。
　勝山高校のスキー部では、更に厳しい練習に毎
日励んでいるそうです。
　クロスカントリー競技をやっていて楽しいことは、
雪質を見極めワックスを自分で考えて選ぶような緻
密さがあること、競技自体は辛いけれど後からの達
成感を味わえることだそうです。
　今年の全国大会で自らの課題が見えたので目標
に向かって、しっかり自らが考えトレーニングを積
みたいと決意を新たにしていました。

出会い・ふれあい
目標はインターハイ優勝！平成30年の福井国体優勝！

黒 田 夏 美 さん（16）
勝山高等学校　1年生　＝旭町１丁目＝

不
動
尊

　

こ
の
不
動
尊
は
荒
土
町
堀
名
中
清
水
の
日
吉

神
社
境
内
、
本
殿
右
隣
の
小
堂
に
安
置
さ
れ
て

い
る
。
内
部
の
棟
札
に「
明
和
八
年（
１
７
７
１
）

山
王
権
現
社
頭
一
宇
…
棟
梁
志
比
大
工
三
人
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
の
建
物
は
、元
々

は
本
殿
の
一
部
で
、
利
用
で
き
そ
う
な
材
料
を

使
い
不
動
尊
を
祭
る
た
め
再
利
用
さ
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　

日
吉
神
社
が
元
々
あ
っ
た
場
所
は
字
ほ
う

田だ

で
、

明
治
後
半
期
に
堀
名
銀
山
の
吹
所
（
精
錬
所
）

跡
に
移
転
し
た
。
不
動
尊
を
祀ま
つ

る
小
堂
も
そ
の

際
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
こ

の
不
動
尊
は
伝
承
に
よ
る
と
坑
内
で
湧
水
が
出

な
い
こ
と
を
祈
願
し
て
、文
久
元
年（
１
８
６
１
）

に
安
置
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。　

　

堀
名
銀
山
は
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
か
ら

慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
ま
で
稼
業
し
て
い
た

銀
山
で
あ
る
。
そ
の
間
、万
延
元
年（
１
８
６
０
）

に
歌
人
の
橘
曙
覧
（
た
ち
ば
な
の
あ
け
み
）
が
、

高
山
郡
代
役
所
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
友
人
の

冨と
み

田た

礼い
や

彦ひ
こ

を
銀
山
に
訪
ね
た
。
そ
の
際
、
壁
下

清
水
か
ら
汲
ん
だ
水
で
お
い
し
い
お
茶
を
た
て

て
も
ら
っ
た
こ
と
か
ら
、「
銀
名
水
」
と
命
名
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
当
時
は
あ
た
り
に
は
い

く
つ
も
の
清
水
が
湧
き
出
て
お
り
、
不
動
尊
も

そ
の
う
ち
の
ど
れ
か
の
清
水
の
ほ
と
り
に
祀
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

礼
彦
は
飛
騨
の
高
山
代
官
所
の
地
役
人
頭
取

で
、
幕
府
領
の
堀
名
村
に
銀
山
が
発
見
さ
れ
た

こ
と
で
当
地
に
赴
任
し
て
い
た
。
彼
は
国
学
者

と
し
て
も
知
ら
れ
「
斐ひ

太だ

後ご

風ふ

土ど

記き

」「
越
路
の

日
記
」
な
ど
の
著
書
が
あ
る
。

　

橘
曙
覧
が
堀
名
銀
山
を
詠
ん
だ
歌
は
あ
ま
り

に
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
富
田
礼
彦
が

銀
山
に
滞
在
中
に
詠
ん
だ
歌
を
紹
介
す
る
。
礼

彦
が
堀
目
村
の
庄
屋
、
銀
山
の
世
話
方
も
勤
め

た
石
倉
惣
右
衛
門
に
贈
っ
た
も
の
の
内
の
１
点

で
あ
る
。

月
前
燈　

か
ゝ
け
て
も
さ
し
入
月
の
か
け
清
み

　
　
　
　

光
け
た
る
ゝ
窓
の
と
も
し
火　

礼
彦

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

石
碑探

訪

石
碑探

訪36

競技中の黒田さん

！！
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
場
所
や
時
間

を
選
ば
ず
誰
で
も
気
軽
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
近
所
の
用

事
は
歩
い
て
い
く
、
駐
車
場
で
は

な
る
べ
く
遠
く
に
車
を
と
め
る
な

ど
、
ま
ず
は
生
活
習
慣
病
に
な
る

リ
ス
ク
を
下
げ
る
た
め
に
も
こ
れ

ま
で
よ
り
毎
日
10
分
多
く
歩
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー

ム
は
時
間
を
決
め
、
体
を
動
か
す

時
間
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果

【
精
神
的
効
果
】

　

•
ス
ト
レ
ス
解
消

　

•
脳
の
活
性
化

【
身
体
的
効
果
】

　

•
生
活
習
慣
病
予
防

　

•
肥
満
予
防

　

•
心
肺
機
能
の
向
上

　

•
筋
力
低
下
予
防

　

•
認
知
症
予
防

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
よ
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
効
果

● 

定
期
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
よ

り
、
血
液
脂
質
に
改
善
が
見
ら

れ
動
脈
硬
化
の
予
防
や
血
糖
値

を
低
く
保
つ
効
果
も
期
待
で
き
た

●  

下
肢
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
機
能
が

向
上
し
（
転
倒
予
防
効
果
が
期

待
で
き
る
）、
さ
ら
に
前
腕
の

筋
力
も
向
上
し
た

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
は

　

１
日
合
計
30
分
以
上
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
１
ポ
イ
ン
ト
と
し
、
実

施
期
間
中
に
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
達

成
を
め
ざ
す
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に

よ
る
健
康
づ
く
り
事
業
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
５
月
22
日
〜
11

月
13
日
に
実
施
し
ま
す
。
随
時
、

申
し
込
み
受
け
付
け
中
で
す
。

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

自分の健康は
自分でつくり守る

す こ や か
勝 山 12 か 条

第５条「こまめに動こう　始めよう　ウォーキング」第２回

件数内訳 平成28年４月末 前年比

総件数 １４４件 －２７件

人身事故
（うち高齢者）

９件
(１)

－３件
(－２)

死　者
（うち高齢者）

１人
(０)

１人
(０)

傷　者 ８人 －５人

物損事故 １３５件 －２４件

５月の納税

3月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 4月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,623人 9 －15 －6 29 －24 5 11,622人 －1人
女 12,736人 6 －16 －10 29 －30 －1 12,725人 －11人
合　計 24,359人 15 －31 －16 58 －54 4 24,347人 －12人
世帯数 8,030世帯 8,048世帯 18世帯

人口の動き

軽自動車税▶第1期
納期限▶5月31日㈫　口座振替▶5月26日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

5月25日㈬、6月8日㈬

「木の化石をとかして
はがしてみよう」

5月22日㈰
博物館自然教室

「親子で恐竜パズルを
つくろう！」

5月29日㈰
恐竜ふれあい教室

「石をしらべよう！」6月5日㈰
博物館自然教室

「前期白亜紀のアジアの恐竜たち
─日本の恐竜はどこからきたのか？─」

6月12日㈰
博物館セミナー

休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　４月のマイステージは、ザ・エンカーズさん（勝
山郷土研究会）による演奏と歌の披露があり、
ギターとシンセサイザーの演奏でなじみの演歌
を聞き、心地よい時間を過ごしました。曲の間
には、神明神社での相撲や左義長など昔の勝山
の映像をスクリーンに映して参加者は昔を懐か
しんでいました。

申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください


